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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（百万円） 52,710 26,341 108,879

経常利益（百万円） 454 236 742

四半期（当期）純利益（百万円） 82 37 396

純資産額（百万円） － 27,977 28,143

総資産額（百万円） － 66,485 67,594

１株当たり純資産額（円） － 1,198.101,205.19

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 3.52 1.59 16.99

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 42.1 41.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,526 － 4,484

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,172 － 709

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△572 － △4,691

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） － 2,199 2,418

従業員数（人） － 1,317 1,257

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金　　　　　　

（百万円）
主要な事業の内容

議決権の　　　　　

　　　被所有割合

　　（％）

関係内容

（その他の関係会社）　

株式会社カネヨシ

　東京都渋谷区　

　
　20

不動産賃貸及び管理、総

合リース業、有価証券の

投資、保有、運用及び売

買

　26.12 －

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 1,317[3,155]

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含む）は、当第２四半期連結会計期間の平均人

員を［　］外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 56 [14]

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、準社員を含む）は、当第２四半期会計期間の平均人員を［　］外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

販売実績

①業態別売上高

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業態種類の名称 売上高（百万円） 構成比（％） 前年同期比（％）

ハイパーマーケット 17,577 66.7 －

ハイパーストア 2,538 9.6 －

スーパーマーケット 2,084 7.9 －

ホームセンター 3,565 13.6 －

その他 574 2.2 －

合計 26,341 100.0 －

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループは、ハイパーマーケット、ハイパーストア、スーパーマーケット、及びホームセンターの４業態に

よるチェーンストアが核となっており、小売事業を営む各子会社の売上高は、それぞれ出店している店舗の業

態の売上高に含めております。

②商品別売上高

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を商品別に示すと、次のとおりであります。

商品種類の名称 売上高（百万円） 構成比（％） 前年同期比（％）

スポーツ・レジャー 2,291 8.7 －

カルチャー 2,027 7.7 －

ホビー 4,402 16.7 －

家庭雑貨 3,788 14.4 －

家電製品 1,765 6.7 －

衣料品 898 3.4 －

一般食品 7,219 27.4 －

生鮮食品 3,169 12.0 －

その他 204 0.8 －

その他（小売以外の売上高） 574 2.2 －

合計 26,341 100.0 －

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たなリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（１）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日～平成21年８月31日）におけるわが国経済は、米国発の世界的な金

融不安を背景とした株式市場の低迷や不安定な為替相場により企業業績は厳しく、雇用や所得に対する先行きの不

透明感や年金問題への不安が高まり、総じて景気は非常に厳しい状況が続きました。小売業界におきましても、消費

者の生活防衛意識の高まりから購買意欲の低下が見られ、業種・業態を超えた価格競争がさらに激化しており、厳し

い経営環境が続いております。

　このような環境のもと、当社グループは、個店ごとに消費者志向にあわせ店舗の見直しを進め、地域のニーズに合っ

た店舗づくりを進めてまいりました。

　この一環といたしまして、サイクル・ＤＩＹ・ガーデニング・ペット関連用品を柱商品群とした当社グループの新

しい店舗形態であります「Ｏｌｙｍｐｉｃおりーぶ」をモデルとして、Ｏｌｙｍｐｉｃブランドの「専門店化」を

目指してまいりました。

  しかしながら、低温や日照不足等の天候不順による季節商材の売上不振から、当第２四半期連結会計期間の営業収

益（売上高に営業収入を加えたもの）は271億30百万円となりました。

　また、経費面におきましては、販売促進の見直し、前年度に実施した店舗閉鎖の効果により、改善は進みましたもの

の、売上高減少による営業総利益の減少を補うにはいたりませんでした。

　この結果、営業利益は２億25百万円、経常利益は２億36百万円となりました。

　また、投資有価証券評価損を特別損失として計上したこと等により、四半期純利益は37百万円となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、21億99百万円と第１四半

期連結会計期間末に比べ10億56百万円の減少となりました。　　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は、12億68百万円となりました。これは税金等調整

前四半期純利益１億19百万円に対して、減価償却費の計上が４億28百万円あった反面、仕入債務の減少が21億23百万

円あったこと及びたな卸資産の減少が３億20百万円あったこと等が主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、４億23百万円となりました。これは、有形固定資産の取得による支出が４億63百

万円あったこと等が主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、６億35百万円となりました。

これは主に短期借入金の増加及び配当金の支払等を反映したものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見

通しについて重要な変更はありません。
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（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の資金状況については、「（２）キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

（７）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はありま

せん。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,200,000

計 33,200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発
行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年10月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 23,354,223 23,354,223
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 23,354,223 23,354,223 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成21年６月１日～

平成21年８月31日
－ 23,354 － 9,946 － 9,829
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（５）【大株主の状況】

　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社カネヨシ　　 東京都渋谷区千駄ヶ谷３丁目60－５ 6,099 26.11

Ｏｌｙｍｐｉｃ取引先持株会 東京都国分寺市本町４丁目12－１ 1,281 5.48

株式会社みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス信

託銀行株式会社）　

東京都千代田区内幸町１丁目１－５　
（東京都中央区晴海１丁目８－12
晴海アイランドトリトンスクエアオフィス
タワーＺ棟）　

1,167 4.99

株式会社ヘルスケア・ジャパン　　　　
東京都港区赤坂１丁目12－32

アーク森ビル30階　
1,032     4.42

株式会社山形屋 東京都中央区築地３丁目５－４ 949     4.06

株式会社オリンピア
東京都港区赤坂１丁目12－32

アーク森ビル30階　
904     3.87

株式会社オリンピックビル 東京都武蔵野市吉祥寺本町２丁目３－１ 771     3.30

株式会社マルナカ 香川県高松市円座町1001 646     2.76

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口４Ｇ）
東京都中央区晴海１丁目８－11 596     2.55

Ｏｌｙｍｐｉｃ従業員持株会 東京都国分寺市本町４丁目12－１ 401     1.71

計 － 13,851 59.31
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成21年８月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　 　　2,600 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他）（注１）  普通株式　　23,344,300 233,443 同上

単元未満株式（注２）  普通株式         7,323 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 23,354,223 － －

総株主の議決権 －  233,443 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれており

ます。

２．「単元未満株式」の「株式数」の中には、自己株式等が41株含まれております。 

 

②【自己株式等】

 平成21年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

 (株）Ｏｌｙｍｐｉｃ
東京都立川市曙町

１－25－12
2,600 － 2,600 0.01

計 － 2,600 － 2,600 0.01

  

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 714 711 636 663 640 627

最低（円） 574 603 580 600 593 600

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、

改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．金額の表示単位の変更について
当社の連結財務諸表に掲記される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。なお、比較を容易にするため、前連結会

計年度についても百万円単位に組替え表示しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,359 2,553

受取手形及び売掛金 433 408

商品 10,240 10,160

その他 1,621 1,941

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 14,655 15,063

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 11,714

※
 11,750

土地 10,526 10,526

その他（純額） ※
 1,392

※
 1,411

有形固定資産合計 23,633 23,688

無形固定資産 1,870 1,994

投資その他の資産

敷金及び保証金 22,860 23,566

その他 3,465 3,281

投資その他の資産合計 26,326 26,847

固定資産合計 51,830 52,530

資産合計 66,485 67,594

負債の部

流動負債

買掛金 10,237 9,916

短期借入金 21,671 21,781

未払法人税等 102 143

賞与引当金 307 310

その他 2,296 3,234

流動負債合計 34,615 35,386

固定負債

長期借入金 1,494 1,539

退職給付引当金 61 70

転貸損失引当金 480 520

その他 1,856 1,934

固定負債合計 3,892 4,064

負債合計 38,507 39,451
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,946 9,946

資本剰余金 9,829 9,829

利益剰余金 8,010 8,348

自己株式 △2 △2

株主資本合計 27,783 28,121

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 193 21

評価・換算差額等合計 193 21

少数株主持分 0 0

純資産合計 27,977 28,143

負債純資産合計 66,485 67,594
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 52,710

売上原価 37,210

売上総利益 15,499

営業収入 2,097

営業総利益 17,597

販売費及び一般管理費 ※
 17,138

営業利益 458

営業外収益

受取利息 37

受取配当金 11

債務受入益 68

その他 34

営業外収益合計 152

営業外費用

支払利息 155

その他 1

営業外費用合計 156

経常利益 454

特別損失

固定資産除却損 117

投資有価証券評価損 79

その他 13

特別損失合計 211

税金等調整前四半期純利益 243

法人税、住民税及び事業税 76

法人税等調整額 84

法人税等合計 160

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 82
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 26,341

売上原価 18,347

売上総利益 7,993

営業収入 789

営業総利益 8,782

販売費及び一般管理費 ※
 8,556

営業利益 225

営業外収益

受取利息 18

受取配当金 10

債務受入益 38

その他 18

営業外収益合計 85

営業外費用

支払利息 74

その他 0

営業外費用合計 74

経常利益 236

特別損失

固定資産除却損 23

投資有価証券評価損 79

その他 13

特別損失合計 116

税金等調整前四半期純利益 119

法人税、住民税及び事業税 14

法人税等調整額 67

法人税等合計 82

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 37
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 243

減価償却費 832

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9

賞与引当金の増減額（△は減少） △2

転貸損失引当金の増減額(△は減少) △40

敷金及び保証金の支払賃料相殺額 521

受取利息及び受取配当金 △49

支払利息 155

固定資産除却損 117

投資有価証券評価損益（△は益） 79

売上債権の増減額（△は増加） △25

たな卸資産の増減額（△は増加） △82

仕入債務の増減額（△は減少） 382

未払金の増減額（△は減少） △232

その他 △132

小計 1,757

利息及び配当金の受取額 37

利息の支払額 △153

法人税等の支払額 △115

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,526

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △75

定期預金の払戻による収入 56

有形固定資産の取得による支出 △1,119

敷金及び保証金の回収による収入 236

その他 △270

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,172

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △134

長期借入れによる収入 300

長期借入金の返済による支出 △320

配当金の支払額 △418

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △572

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △218

現金及び現金同等物の期首残高 2,418

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,199
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

(1)連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間において、連結子会社でありました株式会社ＫＣコーポレー

ションは、連結子会社である株式会社キララと合併したことにより消滅会社となった

ため、連結の範囲から除外しております。

(2)変更後の連結子会社の数

　13社 

２．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　たな卸資産につきましては、従来、生鮮食品及びデリカテッセン等については、最終仕

入原価法による原価法、店舗在庫商品については、売価還元法による原価法、センター

在庫商品については、先入先出法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年

７月５日公表分 企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、生鮮食品及び

デリカテッセン等については、最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下による簿価切下げの方法）、店舗在庫商品については、売価還元法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）、セ

ンター在庫商品については、先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下による簿価切下げの方法）にそれぞれ変更しております。

　なお、これによる損益への影響は軽微であります。 

(2)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30

日改正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表

から適用することができるようになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこ

れらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

　 　　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につ

いては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。な

お、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　なお、これによる損益への影響は軽微であります。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

たな卸資産の評価方法 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価格を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　平成20年度の法人税法の改正を契機に、機械及び装置について資産の利用状況等の見直しを行った結果、第１四半期連

結会計期間より耐用年数の変更を行っております。

　なお、これによる損益への影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

 ※ 有形固定資産の減価償却累計額は20,223百万円であり

ます。

 ※ 有形固定資産の減価償却累計額は20,344百万円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

 ※  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次　　　　　　　のとおりであります。

給料手当 6,292百万円

賞与引当金繰入額 301百万円

退職給付費用 171百万円

不動産賃借料 4,310百万円

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

 ※  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次　　　　　　　のとおりであります。

給料手当 3,207百万円

賞与引当金繰入額 43百万円

退職給付費用 87百万円

不動産賃借料 2,156百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

 ※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年８月31日現在）　

 現金及び預金勘定  2,359百万円

 預入期間が３か月を超える定期　　　預金  △160百万円

 現金及び現金同等物  2,199百万円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　

平成21年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　 　23,354千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　 ２千株 

 

３．配当に関する事項

配当金支払額

平成21年４月23日の取締役会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項 

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・420百万円

（ロ）１株当たり配当額・・・・・・・・・・・・・・・・・18円

（ハ）基準日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成21年２月28日

（ニ）効力発生日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成21年５月29日

（ホ）配当の原資・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年３月１日　至平成21年８月31日）

　小売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める

割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年３月１日　至平成21年８月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年３月１日　至平成21年８月31日） 

　海外売上高がないため該当事項はありません。 

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

記載すべき事項はありません。　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

該当事項はありません。　
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（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 1,198.10円 １株当たり純資産額 1,205.19円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 3.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1.59円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純利益（百万円） 82 37

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 82 37

期中平均株式数（千株） 23,351 23,351

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

（リース取引関係）

 　　　当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

　　　 記載すべき事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月15日

株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃ

(登記上　株式会社オリンピック)

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 恩　田　　勲　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大下内　　徹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成　田　礼　子　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

Ｏｌｙｍｐｉｃの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年６月

１日から平成21年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｏｌｙｍｐｉｃ及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期

連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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